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売上アップ祭り2022を開催しました 

 
 

10/18火、売上アップ祭り2022を無事開催いたしました。 
来場者、出店者さまざまな⽴場でご参加いただきました皆さま、ありがとうございました。 
コロナ禍で、世の中は変わりました。コロナが収まっても、コロナ以前に、こうなるだろうと思っていた未来が来ることは
ありません。ルールチェンジしたといってもいいかもしれません。今まで、サッカーをやっていたので、ボールは足で蹴る
ものだったのが、突然、ボールを抱えて走る人たちが出てきた。そう、サッカーやっていたら、ラグビーに変わったような
ものです。 
 
仕事は出社し、営業は対面、システムは社内に抱えるのが当たり前だった時代からリモートワーク、オンライン会議、クラ
ウドシステムを組み合わせて使う時代に変わりました。どちらでも選べる、選択肢が 
広まったと言えます。 
 
それにより、仕事自体も大きく変化しました。いままで稼げていた仕事の一部は減り、今
までになかった、新しい仕事が⽣み出されていきます。そんな時に、たくさんの事例を知
り、それらのいくつかいいと思ったものを試し、うまくいったものを、自社の取り組みや
新サービスとして育てていくことは非常に重要です。そのためにも、新たな情報、学び、
出会いを提供していく場として、売上アップ祭りを開催してきました。 

 
 
 

VUCAの時代と言われ、この先がどうなるかはわかりません。わからないからこそ、⾒ようとすることが大切です。 
半歩先を⾏く取り組みを⾒ながら、自社で少しずついろいろと試していく。そのうち、1つでも2つでも、芽が出てきたら 
それを伸ばしていく。そのためにも、まずは⼩さくやってみることが大切です。 
今回、売上アップ祭りにご参加いただいた皆さんは、1つでもなにか持って帰っていただき、⼩さく試してみてください。
また、参加できなかった皆さんは、アーカイブの動画がありますし、お声掛けいただければ、情報を提供します。新たな動
きをキャッチしてください。 
これからも、地域の中⼩企業をITで応援すべく、がんばって
いきます。ありがとうございました。 
 
★アーカイブ動画はこちらから ⇒ 

お越しいただきありがとうございました 

まずは小さな一歩を 

＼売上アップ祭り 開催しました／ 



ホームページ・クラウド応援隊⻑ 

⻑岡 善章 
20代は確実にスキー︕でした。 
ほぼ毎週末スキー、土日で日帰り2回とか普通にありました。その
割にはうまくならなかったですけどね(笑) 
いまでは「暑くないこと」かなぁ。冬は涼しいですからね〜。あと
は春に向けて花の準備をすることかな。 

カスタマーサクセス エグゼクティブ 

加藤 龍 
週末、男料理にチャレンジしますよ。薪ストーブで⾊々なお鍋料理
を作ってみようかなと思っています。薪ストーブの暖かさに身をゆ
だねて炎を眺めると、「非日常」に包まれるような気がします。 
駿藤君がおしゃれな文章にしてたので、対抗しようと思ったら、全
くできなかったので、「非日常」パクりましたwww 

セールスマネージャー 

⻘⽊ 健 
⼼理学では【与える喜び】は【貰う喜び】より⻑く継続すると言わ
れています。子どものクリスマスプレゼントを「何にしようかな・
喜んでくれるかな」と考えているだけでワクワクしてしまう季節で
す。  

クラウドプロデューサー 

内野 光一郎 
冬は暑くないので、それだけで楽しみな季節ですね。 
皆さまとは感覚が異なるかもしれませんが、夏は氷がおいしい季節
ですが、冬はバニラアイスがとてもおいしいので、食べ過ぎないよ
うに気を付けたいと思います。  

クラウドアシスタントディレクター 

春野 輝 
布団が強い季節が近づいているのを感じます。 
冬の布団。それは毎年多くの日本人を飲み込む魔物です。 
一度捕まったら最後、朝を迎えてもなかなか抜け出せない恐怖は一
度味わうと病みつきになりますよね。 
⼆度寝したい。 

WEBクリエイター 

坂本 直人 
冬と言えば鍋ですね。 
スーパーに売っている鍋の素の種類が年々増えていっている気がす
るので毎年楽しみです。最終的には毎年キムチ鍋に落ち着きます
が、一番人気の鍋って何味なんだろう︖  

WEBクリエイター 

杉崎 ゆりか 
冬の楽しみというと、こたつに⼊って食べるアイスですね︕しかし
残念なことに今のお家にはこたつが無い…部屋を片付けないとこた
つの購⼊許可が下りないので、本格的な冬が来るまでにがんばって
部屋を片付けたいと思います(笑) 
 

みらいラボ 所⻑ 

⻄島 基弘 
真夏の野良作業等で汗をかいた後にサッパリ出来る⼊浴も良いです
が、極寒から解放されるポカポカお風呂も「ふぁ〜〜〜」と思わず
声が出るほど、また格別なんですよね。 
今年も⼊浴剤を⼊れた炭酸泉で癒されたいと思います。  

クラウドディレクター 

鈴⽊ 啓⽂ 
冬は鍋、すき焼き、おでん等．．．体が温まるおいしいものが沢山
ありますね。特にすき焼きが好物なので今から楽しみです。 
また、寒い外では熱い缶コーヒーを握りしめながら肉まんを食べな
がら澄んだ空気を感じるのも⼩さな至福の時でもあります。  

冬と言えば自家製おでん︕土屋です。 
我が家では、おでんのつゆをイチから作ります。食べる2日前から
牛すじと水出し昆布でだしをとり、1日前に具材を⼊れて沸騰させ
すぎないよう細⼼の注意を払う。仕事より神経使っているかもしれ
ません。まぁ、食べるのは一瞬なんですけどね。  

チーフWEBコンサルタント 

土屋 好範 

掲載内容またはアーティスティックスへのご意⾒・ご感想・ご返答待ってます(^^)/ tsuushin@artistics.co.jp 

みらいラボ エンジニア 

日置 健治 

冬は寒くて好きではないのですが、密かな楽しみをひとつ挙げるとす
れば「雪」でしょうか。 
「大変だよなぁ」と平静を装いつつも、大雪予報の翌朝、窓を開ける
瞬間のワクワク感は今だに半端ねぇっす。  

みらいラボ エンジニア 

土本 直代 
冬は煮物がおかずの中⼼、我が家のヘルシオホットクックは材料さえ
⼊れれば、あとはスイッチポンで私に代わって料理してくれるので本
当に重宝しています。 
⼿抜き料理で余った時間はNetflix、U-Nextで韓流ドラマ。最近夫婦
そろってハマっています。 

WEBクリエイター 

駿藤 涼介 

冬といえばイルミネーション︕ 
普段は「日常」に根差した街を⾊鮮やかな光が彩った途端に、「非日
常」に包まれるような気がします。 
これもきっとサンタの魔法なのでしょうか︖ 
いや、ぜんぶ雪のせいだ...ですね。 

セールス / PR 

神村 海⾥ 

冬⽣まれですが、寒いので冬は嫌いです。 
来る前から早く終われと思っております。 
去年買ったものの、出番の少なかったデニムコートを着ることを 
ささやかな楽しみにしようと思います…。 

今回のテーマは 
冬の楽しみ Staff  

Comments  

クイズクイズクイズクイズ    

あなたにこの謎

が解けるかな？ 

アーティスティックスの
イ・チ・オ・シ ︕ 

今回のイチオシは富士宮にある「MT. FUJI SATOYAMA VACATION（マウントフジ⾥山バケーショ
ン）」。通称「サトバケ」さんです。世界各国でエコツーリズム開発支援をしてきた一般社団法人エコ
ロジックのスタッフの皆さんが作り上げたグランピング施設です。 

でも、ただのグランピング施設ではありませんよ。サトバケは、多くの学びや気付きを得られるのも魅
⼒の一つなのです。 

「SDGs」の考えをベースに作られたこの施設では、「日本人の自然観」を大切にしたエコツアー体験
を実施しています。ツアーガイドと共に富士山にトレッキングに⾏ったり、E-BIKEで散策したりと、雄
大な自然や地元の文化、地産地消で⾥の恵みに触れ合うことで、自分を⾒つめなおすことが出来ます。 

そして、サトバケの魅⼒は何といっても、目の前に広がる豊かな⾥山の風景。自然豊かな⽥園風景が広
がり、壮大な富士山がお客様を迎えてくれます。 

1日1組の完全プライベートな空間。そして四季折々の⾥山が持つ景⾊を愛でながらゆっくりとした時間
を過ごせるので、海外から宿泊のお客様も多く訪れています。 

近くに川が流れ、⿃がさえずり、⾍が鳴き、夜は満天の星がまたたく。日本では当たり前だった空間
が、今では特別な価値としてたくさんの人に受け⼊れられております。 

私も、何度かお伺いしましたが、サトバケでの時間は不思議と濃密なんですよね、富士山を⾒ながら語
ると、良いアイデアが⽣まれてきます。 

プライベートの旅⾏だけでなく、企業研修、ワーケーションなどビジネス的な利⽤も
オススメです。 

是非、皆さんにもサトバケの空気感を味わっていただきたいです。 

アーティスティックスアーティスティックスアーティスティックスアーティスティックス    セミナーセミナーセミナーセミナー    11月/12月開催のセミナー 

様  

 住所 静岡県富士宮市狩宿8-2所 

 URL https://satoyama-vacation.com/ 
 TEL 0544-66-5722  

MT.FUJI SATOYAMA  
VACATION 

クイズの答えは検索から！ アーティスティックスアーティスティックスアーティスティックスアーティスティックス    クイズのクイズのクイズのクイズの答答答答ええええ    

アーティー君は、友人に1から99のどれかの整数が記載されたカードを渡しました。 
2,3,5,7それぞれに対して割り切れるかどうかが分かったら、渡したカードの数字が分かるよと伝えました。 
特別に、どれかひとつだけ質問したら答えてあげるよと友人に伝え、 
友人はしばらく考えて「●は割り切れる︖」と聞きました。 
アーティー君は「割り切れるよ」と答えました。 
そしたら答えが分かったよと答えました。 
質問した数字と、渡されたカードの数字は何でしょうか。  


